
日 時 平成１９年５月１９日（土） １３時００分～１４時５０分

場 所 東京電機大学神田キャンパス７号館１階丹羽ホール

議 案
評議員会
総 会共通 第１号議案 平成１８年度事業報告承認の件

第２号議案 平成１８年度決算承認の件並びに監査報告
第３号議案 平成１９年度事業計画案承認の件
第４号議案 平成１９年度予算案承認の件
第５号議案 平成１９・２０年度評議員選出の件

評議員会 第６号議案 理事・監事選出の件

―― ※ ――

東京電機大学学園創立１００周年公開講演会
主催：学校法人東京電機大学 共催：社団法人東京電機大学校友会

時 間 １５時００分～１６時３０分
場 所 東京電機大学神田キャンパス７号館１階丹羽ホール
講 師 工学部電気電子工学科 小谷 誠 教授
演 題 最近の脳科学に基づく教育のあり方

―早期教育から再生医療・認知症予防法まで―

懇親会（立食パーティー）
時 間 １６時４５分～１８時１５分
場 所 東京電機大学神田キャンパス１１号館１７階大会議室
会 費 無 料

（講師プロフィール）
小谷 誠（こたに・まこと） 東京電機大学工学部電気電子工学科教授
昭和１２年高知県生まれ。昭和３６年東京電機大学工学部卒業。昭和５０年１０月か
ら２年間，マサチューセッツ工科大学客員研究員。昭和５２年１０月から現在，
東京電機大学工学部教授。平成７年４月から３年間，東京電機大学工学部第
一部長。平成１０年４月から４年間，東京電機大学学長。日本生体磁気学会会
長，生体磁気国際会議会長，ライフサポート学会会長，日本ME学会副会
長を歴任。日本ME学会名誉会員。大学評価・学位授与機構大学評価専門
委員，（財）カシオ科学振興財団選考審査委員他多数。

第１１７回 評議員会・第６２回 総 会
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（評議員会・総会共通 第１号議案）

平成１８年度事業報告

１．通常会員の増強について

校友会は，学園と緊密に連携を保ちながら会員

相互の親睦を深めることを目的としている。

そこで，会費切れの卒業生に対して次のような

事業を展開し，会員拡張に努め財政の健全化を目

指した。

（１）校友会と会員相互および卒業生との連携強化

昨年度より校友会のホームページが新しくな

り，新着情報管理ツールを付加して，トップペー

ジなどで紹介するWhat’s Newやイベント情報

など日々変化する情報を常に更新して情報提供が

できるようになった。

そして，情報更新ツールやショッピングカート

ツールを付加してホームページの機能充実を図

り，卒業生に対し積極的な広報活動や会員サービ

スを展開することを検討した。

（２）会費収入の増加策

新たに組織管理委員会を設置し，会員拡張策に

関連する次の事項について検討を開始した。

①通常会員会費収入の現状分析と増加策

②地方支部の現状分析と支部再整備

③終身会員制への移行

また，例年，６月に翌年度会費切れとなる会員

に対して継続加入の案内を送付しているが，加え

て，１２月には特定卒業年度の会費切れの卒業生（約

２０，０００人）を対象に加入案内を追加して送付した。

その結果，約１，０００人（会費約４，０００千円）の加入

者を得ることができた。

（３）職域電機会の新規設立

校友会には６４団体の職域電機会が組織され，主

に同一企業内の OBで構成された職域電機会はそ

の内の３５団体である。これを積極的に拡張するた

めに２月に開催された就職セミナー（大学同窓会

主催）への参加企業（約２５０社）を対象に職域電

機会設立に関するアンケートをお願いした。

今後，積極的に設立の要請をお願いしていきたい。

２．校友会員に対するサービスの充実について

これまでの各種サービスを見直し，会員にとっ

て魅力あるサービスの展開に努めた。

（１）会員向けの施設利用補助金額を見直した。

（２）各種優待サービスや料金割引サービスの提

供が可能な協力店等の開発をした。

（３）一般社会人，卒業生，在学生を対象に，学

園が主催している公開講座等を校友会員が

受講する際に，優待価格で受講できるよう

にし，校友会員の生涯学習の推進を図った。

（４）斡旋事業

従前と同様に次の斡旋を行った。

①学園図書館の利用斡旋

②学術図書雑誌の購入斡旋

③法律，特許相談の斡旋

④学園厚生施設利用斡旋

学園所有の厚生施設は平成１８年度をもって閉鎖

となることから，利用斡旋最後の年となった。

⑤校友会協定施設利用斡旋

⑥校友会員限定特別割引の斡旋

（５）校友会会員証の検討

以前にも検討したことのあるクレジット機能付

きの校友会会員証の発行について改めて検討した

が，諸般の事情を考慮し見送ることとした。

（６）校友会員へのメールアドレスの発行を検討

メールアドレスの発行について検討したが，今

後，生涯使用できる転送メールアドレスの提供へ

と方向性を変えて検討することとした。

校友会主導で，生涯使用できる転送専用メール

アドレスを準会員に提供する計画とした。

３．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として以下の事業を行った。

（１）支部活動の活性化

県支部，地方支部の活発な活動が校友会の活性

化に繋がるという考えから校友会の役員が出席

し，校友会活動および学園の近況報告を行うとと

もに地方会員との交流を図り支部活動を支援した。

なお，岩手県支部が新たに設立され，東京都を

除く全国の地方および県に支部が設置できた。

また，学園主催による創立１００周年記念公開講

演会（全国６箇所）の開催に併せて総会を開催し

た支部が多く，例年を大きく上回る２８箇所（別表―

１）での開催であった。

（２）同窓会活動への支援

大学同窓会，中学・高等学校同窓会，電機学校
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同窓会の活動に対して，総会への協力はもとより，

日頃から，積極的に支援と協力をした。

（３）職域電機会の活性化

職域電機会の積極的な活動を支援するととも

に，県支部との緊密な連携を保持し会員相互の親

睦を深めることを目的として，新規設立を目標に

前述１―（３）のとおり活動を開始した。

なお，１８の職域電機会（別表―２）において総会

が開催された。

（４）留学生 OBとの連携

例年同様，本学園の留学生で日本に居住してい

る卒業生と校友会準会員である在学中の留学生と

の交流会を１２月９日（土）に浅草から出発する屋

形船で開催した。留学生 OB，現役学生，教職員，

校友会役員等総勢３３名の参加者であった。これに

より，留学生の校友会に対する理解を深めると同

時に，学園への帰属意識の高揚を図った。

４．公益法人としての活動

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に会

員相互の親睦と研修を図る一方で，社団法人とし

て教育，学術，文化の発展に寄与することを目的

とする公益法人である。そのためには，社会全般

に対する公益事業を積極的に実施することが望ま

れ，本年度については次の講演会・見学会等の開

催・共催を実施した。

（１）公開講演会関係

学園主催による創立１００周年記念公開講演会（全

国６箇所）の共催の他に，県支部主催による公開

講演会が多数開催され，都合１７箇所（別表―３）で

の開催であった。それぞれに多くの一般参加者を

含む講演会であった。

（２）見学会関係

校友会，商工懇話会，電機学校総会主催の見学

会の他に，県支部主催による見学会が開催され，

都合９箇所（別表―４）での開催であった。

（３）協賛した事業（５件）

・ME講座 全１０回開催（学園：エクステンショ

ンセンター主催）

・マセマティカ講座（学園：エクステンションセ

ンター主催）

・環境フォーラム（理工学部主催）

・ロボット工作教室 年４回開催（学園：エクス

テンションセンター主催）

・修士論文発表会（工学研究科主催）

５．校友会創立１００周年記念事業

校友会は，明治４２年の発足以来，平成２１年に創

立１００周年を迎える。昨年に引続き校友会創立１００

周年記念事業・行事（年史，祝賀会，式典等）に

備えて準備金（２，０００千円）の積立を行った。そ

の結果，平成１８年度末現在での積立金額は８，０００

千円となった。

６．学園創立１００周年記念事業への協力

（１）学園創立１００周年記念事業への援助金積立て

学園は，明治４０年９月に電機学校として設立さ

れ，平成１９年９月１１日には創立１００周年を迎える

ことになる。学園創立の記念となる周期の年には，

従来より，校友会から学園の記念事業への援助を

実施しており，今回も学園創立１００周年にあたっ

て援助金（１，０００千円）の積立を行った。その結

果，平成１８年度末現在での積立金額は４，０００千円

となった。

（２）学園創立１００周年記念公開講演

学園主催，後援会・校友会共催による学園創立

１００周年記念公開講演が全国６会場において開催

され，成功裡に終えることができた。

開催地区は，札幌（９月２３日），仙台（１０月２１

日），新潟（１０月２８日），高崎（１０月２９日），福岡

（１１月２６日），名古屋（１２月３日）であった。

併せて，支部総会および父母懇談会後の懇親会

の席上，卒業生および在学生のご父母に対し学園

創立１００周年記念募金活動への協力を要請した。

７．学園との連携強化

（１）学生募集の支援

進学適齢人口の減少は急速に進行し，学園は学

部・学科の改編を行い教育研究の特色化，個性化

を図り，社会への要求に応えようと努めている。

校友会では，教職校友会および県支部長や支部総

会を通じて，志願者増につながるように学園の広

報を積極的に行った。

（２）経営同友会の運営に協力

経営同友会は本学園と産業界で活躍されている

校友の方々との間に産学協同ネットワークを構築
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し，会員企業，学園ならびに校友の発展を目指す

ことを目的に設立された組織であり，校友会では，

学園と校友との連携の重要性に鑑みて，経営同友

会の運営について講演会の受付業務等微力ではあ

るが協力した。

以上

別表―１：支部総会の開催状況

日 付 支部名 日 付 支部名 日 付 支部名

４月２２日 富山県支部 １０月２１日 宮城県支部 １１月２６日 熊本県支部

５月２７日 埼玉県支部 １０月２８日 新潟電機会 １１月２６日 秋田県支部

５月２７日 石川県支部 １０月２８日 沖縄県支部 １２月３日 東海支部

６月３日 神奈川県支部 １０月２９日 群馬県支部 １２月３日 三重県支部

６月１０日 千葉県支部 １１月３日 鹿児島県支部・宮崎県支部合同 １２月９日 香川県支部

６月１８日 岐阜県支部 １１月１２日 長崎県支部 １月２７日 愛媛県支部

７月８日 茨城県支部 １１月１８日 山陰支部 ３月１７日 山陽支部

８月５日 青森県支部 １１月１８日 長野県支部・山梨県支部合同 ３月２４日 岩手県支部

８月２７日 福井県支部 １１月２５日 新潟県央電機会

９月２３日 北海道支部 １１月２６日 九州支部・福岡県支部合同

別表―２：電機会総会の開催状況
日 付 電機会名 日 付 電機会名 日 付 電機会名

４月２２日 商工懇話会春季総会 ６月１６日 東管支部 １０月６日 商工懇話会秋季総会

５月３１日 東管東京東電機会 ６月２４日 教職校友会 １１月２７日 関電工電機会

６月２日 大成建設電機会 ７月１日 教職校友会神奈川支部 １月１３日 電磁電機会

６月７日 民間放送校友会 ８月３０日 東管東京南電機会 １月１９日 日本電波工業電機会

６月９日 東管神奈川電機会 ９月１９日 東管東京北電機会 ２月２３日 都電電機会

６月１５日 東光電気工事電機会 ９月２２日 東管千葉電機会 ３月１０日 三菱電機会

別表―３：公開講演会の開催状況

日 付 演 題 講 師 主 催

４月４日 燃料電池の世界 西川尚男特任教授 神奈川県支部

４月２２日 理工系学生の「ものづくり」の現状について 西村一郎講師 富山県支部

５月２７日
世界最大裸眼立体ディスプレイの開発と愛地球博に
おける展示

新津靖教授 埼玉県支部

６月３日
マンションで安心して暮らすために（構造偽装問題
その他）

野崎隆氏 神奈川県支部

６月１０日 人間関係がうまくいく心理学 今野紀子教授 千葉県支部

７月８日 マンションの安全性を考える 野崎隆氏 茨城県支部

７月１５日 脳神経などを再生して不老長寿をめざそう 小谷誠教授 神奈川県支部

７月２２日 裸眼３D映像 新津靖教授 大学同窓会・新潟電機会合同

８月５日 耐震構造セミナー 今川憲英教授 青森県支部

９月２３日 市民のための都市空間づくり 高田和幸助教授 北海道支部共催

１０月２１日 人に優しい医療機器づくり 舟久保昭夫教授 宮城県支部共催

１０月２８日 自然災害研究の最前線 片山恒雄特任教授 新潟電機会共催

１０月２９日 脳や肺の活動を調べる装置づくり 小谷誠教授 群馬県支部共催

１１月１８日 デザインの大切さ 福島博氏 山梨県・長野県支部

１１月２６日 インターネットを創った人々 脇英世教授 九州支部・福岡県支部共催

１２月３日 高校生が判る知能・介助ロボット 齋藤之男教授 東海支部・愛知県支部共催

３月２４日 脳を上手に育て幸せな人生を 小谷誠教授 岩手県支部
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（評議員会・総会共通 第２号議案）

平成１８年度決算並びに監査報告

※その他収入…学園から工学情報発行・発送にかかわる補助
含む

別表―４：見学会の開催状況
日 付 場 所 参加者 主 催

５月２７日 虫ヶ峰風力発電所（七尾市） ２０名 石川県支部

６月４日 家族ぐるみ見学会―赤城高原牧場・群馬フラワーパーク― ８０名 商工懇話会

７月２２日 鳩山キャンパス ６名 新潟電機会

９月９日 立山黒部アルペンルート見学会（一泊二日） ５０名 校友会

１０月２２日 草木ダム・足尾銅山 ５４名 電機学校

１１月１２日 つくば宇宙センター見学会 ３８名 校友会

１１月２５日 （独）産業技術総合研究所つくばセンター １４名 茨城県支部

１２月２日 川崎市東芝科学館 ３５名 神奈川県支部

１２月６日 成田空港管制塔 １９名 千葉県支部

平成１８年度収支計算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

一 般 会 計

収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．会 費 収 入
通常会員会費収入
予納会員会費収入

２．運 用 財 産 収 入
受取利息配当金収入
預託金運用収入

３．寄 付 金 収 入
広告寄付金収入
その他寄付金収入

４．雑 収 入
見学・講演会収入
※そ の 他 収 入

５．特定資産取崩収入
事業積立金特定資産取崩収入

７４，１６０，０００

１２，０００，０００
６２，１６０，０００
１０，２００，０００

２００，０００
１０，０００，０００
２，６５０，０００

２，０００，０００
６５０，０００
５０５，０００

５００，０００
５，０００

３，０００，０００

３，０００，０００

７９，８５８，２００

１６，１１７，８００
６３，７４０，４００
１０，１８４，２７３

１８４，２７３
１０，０００，０００
５，２６８，７１０

４，７９４，０００
４７４，７１０
７，８２６，５１５

１，５９０，０００
６，２３６，５１５
３７，０２４，６５７

３７，０２４，６５７

△５，６９８，２００

△４，１１７，８００
△１，５８０，４００

１５，７２７

１５，７２７
０

△２，６１８，７１０

△２，７９４，０００
１７５，２９０

△７，３２１，５１５

△１，０９０，０００
△６，２３１，５１５
△３４，０２４，６５７

△３４，０２４，６５７

当 期 収 入 合 計 ９０，５１５，０００１４０，１６２，３５５△４９，６４７，３５５

前期繰越収支差額 ３１，８１９，６７４ ３１，８１９，６７４ ０

収 入 合 計 １２２，３３４，６７４１７１，９８２，０２９△４９，６４７，３５５

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．事 業 費
会 報 発 行 費
名 簿 管 理 費
Web 情報発信サービス
支 部 援 助 費
そ の 他 事 業 費
同 窓 会 援 助 費

２．管 理 費
給 与 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費

３．特定資産繰入支出
校友会１００周年積立金繰入支出
学園１００周年積立金繰入支出
事業積立特定資産繰入支出
通常会員特定資産繰入支出

４．予 備 費

６０，０１５，０００

２０，７２０，０００
７，１００，０００
１，２５５，０００
１４，８００，０００
３，６００，０００
１２，５４０，０００
２３，５００，０００

６，３００，０００
６，１００，０００
３００，０００
１５０，０００
４，８５０，０００
２，４００，０００
２００，０００
８５０，０００
１，７００，０００
６５０，０００

１８，０００，０００

２，０００，０００
１，０００，０００
１２，０００，０００
３，０００，０００
１，０００，０００

６２，１２４，７２８

２５，５５５，２８７
６，５２１，２８４
５７７，５００

１４，４５９，９４５
３，７７０，３１２
１１，２４０，４００
２０，２４０，６６１

６，２３６，３４０
５，２２８，０８２
１０４，１００
７９，２３０

３，２０４，９２０
２，４７３，８４６
５６，８４７
７８４，３１９
１，５７２，６０６
５００，３７１

５４，９９４，０００

２，０００，０００
１，０００，０００
４８，９９４，０００
３，０００，０００

０

△２，１０９，７２８

△４，８３５，２８７
５７８，７１６
６７７，５００
３４０，０５５
△１７０，３１２
１，２９９，６００
３，２５９，３３９

６３，６６０
８７１，９１８
１９５，９００
７０，７７０

１，６４５，０８０
△７３，８４６
１４３，１５３
６５，６８１
１２７，３９４
１４９，６２９

△３６，９９４，０００

０
０

△３６，９９４，０００
０

１，０００，０００

当 期 支 出 合 計 １０２，５１５，０００１３７，３５９，３８９△３４，８４４，３８９

当 期 収 支 差 額 △１２，０００，０００ ２，８０２，９６６△１４，８０２，９６６

次期繰越収支差額 １９，８１９，６７４ ３４，６２２，６４０△１４，８０２，９６６
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期首残高 増 加 減 少 期末残高

準会員学校預託金 ２３８，６１０，８００ ６９，５４６，０００ ６９，３５０，４００ ２３８，８０６，４００

正会員学校預託金 ４８８，７７０，６５６ ６３，３５０，４００ ６３，７４０，４００ ４８８，３８０，６５６

学校預託金の内訳
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

一 般 会 計 （単位：円）

科 目 金 額

Ⅰ．資産の部
１．流動資産
現金預金
未収入金

２８，２３８，１８９
６，４０９，４５１

流動資産合計
２．固定資産
基本資産
金銭信託預金 ２，０００，０００

３４，６４７，６４０

基本財産合計 ２，０００，０００
その他の固定資産
器 具 備 品
器具備品減価償却累計額
準会員学校預託金
正会員学校預託金
事業積立特定資産
通常会員会費特定資産
校友会１００周年積立金
学園１００周年積立金
有価証券

４，９１４，３６８
△４，３４３，０４７
２３８，８０６，４００
４８８，３８０，６５６
２８，９９４，０００
２７，２００，０００
８，０００，０００
４，０００，０００
２，４３０，８３０

その他の固定資産合計 ７９８，３８３，２０７
固定資産合計
資産合計

８００，３８３，２０７
８３５，０３０，８４７

Ⅱ．負債の部
１．流動負債
源泉預り金 ２５，０００
流動負債合計

２．固定負債
準会員前受金
正会員前受金

２３８，８０６，４００
４８８，３８０，６５６

２５，０００

固定負債合計 ７２７，１８７，０５６
負債合計

Ⅲ．正味財産の部
正味財産
（うち基本金）
（うち当期正味財産増加額）

７２７，２１２，０５６

１０７，８１８，７９１
（２，０００，０００）
（２０，５６１，７１４）

負債及び正味財産合計 ８３５，０３０，８４７

（第２号議案関連）

貸借対照表
（平成１９年３月３１日現在）
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一 般 会 計

増 加 原 因 の 部
科 目 金 額

会費収入
通常会員会費収入
予納会員会費収入
運用財産収入
受取利息配当金収入
預託金運用収入
寄付金収入
広告寄付金収入
その他寄付金収入
雑収入
見学・講演会収入
その他収入

７９，８５８，２００
１６，１１７，８００
６３，７４０，４００
１０，１８４，２７３
１８４，２７３

１０，０００，０００
５，２６８，７１０
４，７９４，０００
４７４，７１０

７，８２６，５１５
１，５９０，０００
６，２３６，５１５

増加原因の部合計 １０３，１３７，６９８

（単位：円）

減 少 原 因 の 部
科 目 金 額

事業費
会報発行費
名簿管理費
支部援助費
その他事業費
同窓会援助費
Web情報発信サービス
管理費
給 与 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費
減価償却額

６２，１２４，７２８
２５，５５５，２８７
６，５２１，２８４
１４，４５９，９４５
３，７７０，３１２
１１，２４０，４００
５７７，５００

２０，２４０，６６１
６，２３６，３４０
５，２２８，０８２
１０４，１００
７９，２３０

３，２０４，９２０
２，４７３，８４６
５６，８４７
７８４，３１９

１，５７２，６０６
５００，３７１
２１０，５９５

減少原因の部合計 ８２，５７５，９８４
当期正味財産増加額 ２０，５６１，７１４
前期繰越正味財産額 ８７，２５７，０７７
期末正味財産合計額 １０７，８１８，７９１

財 産 目 録
（平成１９年３月３１日現在）

一 般 会 計

資 産 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 基本財産
住友信託銀行貸付信託

Ⅱ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
�未収入金
２．固定資産
�学校預託金
準会員学校預託金
正会員学校預託金
�事業積立特定資産
�通常会員会費特定資産
�校友会１００周年積立金
�学園１００周年積立金
�器具備品
�有価証券

２，０００，０００
２，０００，０００

８３３，０３０，８４７
３４，６４７，６４０
２８，２３８，１８９
６，４０９，４５１

７９８，３８３，２０７
７２７，１８７，０５６
２３８，８０６，４００
４８８，３８０，６５６
２８，９９４，０００
２７，２００，０００
８，０００，０００
４，０００，０００
５７１，３２１

２，４３０，８３０
資 産 合 計 ８３５，０３０，８４７

（単位：円）

負 債 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 流動負債
�源泉預り金

Ⅱ 固定負債
�学校預託金
準会員前受金
正会員前受金

２５，０００
２５，０００

７２７，１８７，０５６
７２７，１８７，０５６
２３８，８０６，４００
４８８，３８０，６５６

負 債 合 計 ７２７，２１２，０５６
正 味 財 産 １０７，８１８，７９１
総 計 ８３５，０３０，８４７

（第２号議案関連）

正味財産増減計算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

監査結果

１．当法人の財産管理は正確である。

２．理事の業務執行は適法である。

平成１９年４月１７日

監事 小 長 谷 登 �
窪 田 輝 巳 �
峯 澤 意 卓 �
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（第２号議案関連）

準会員事業基金収支計算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

収 入 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．運用財産収入
２．奨学金返済収入
３．特定資産取崩収入
４．預託金繰入収入

１０，５００，０００

４，０００，０００

０

６，０００，０００

１０，７０７，０７９

４，３１９，３５０

４０，０００，０００

６，０００，０００

△２０７，０７９

△３１９，３５０

△４０，０００，０００

０

当 期 収 入 合 計 ２０，５００，０００ ６１，０２６，４２９△４０，５２６，４２９

前期繰越収支差額 ８，２２４，７７２ ８，２２４，７７２ ０

収 入 合 計 ２８，７２４，７７２ ６９，２５１，２０１△４０，５２６，４２９

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 決 算 額 差 異

１．事業費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー
工学情報分担金
２．管理費

雑 費
３．奨学金貸付支出
４．特定資産繰入支出
５．予備費

１３，５００，０００
４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，５００，０００
３００，０００
２，０００，０００
１００，０００
１００，０００
５，５００，０００

０
１，４００，０００

１２，３９１，２４９
４，３４１，６２５
３，９７０，４３６
２，４７０，４０８
５０，０００

１，５５８，７８０
６９，０２６
６９，０２６

１，４０２，０００
３９，９５６，３８５

０

１，１０８，７５１
８，３７５
３７９，５６４
２９，５９２
２５０，０００
４４１，２２０
３０，９７４
３０，９７４

４，０９８，０００
△３９，９５６，３８５
１，４００，０００

当 期 支 出 合 計 ２０，５００，０００ ５３，８１８，６６０△３３，３１８，６６０

当 期 収 支 差 額 ０ ７，２０７，７６９ △７，２０７，７６９

次期繰越収支差額 ８，２２４，７７２ １５，４３２，５４１ △７，２０７，７６９

（単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ．資産の部
１．流動資産

現金預金 １５，４３２，５４１
流動資産合計

２．固定資産
その他の固定資産
奨学貸付金
準会員事業基金
その他の固定資産合計

１５，４３２，５４１

２０，０５７，０４６
８４，６０８，７１６
１０４，６６５，７６２

固定資産合計 １０４，６６５，７６２
資産合計 １２０，０９８，３０３

Ⅱ．負債の部
１．流動負債
２．固定負債
Ⅲ．正味財産の部

正味財産
（うち当期正味財産増加額）

１２０，０９８，３０３
（４，２４６，８０４）

負債及び正味財産合計 １２０，０９８，３０３

準会員事業基金貸借対照表
（平成１９年３月３１日現在）

準会員事業基金正味財産増減計算書
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

（単位：円）

科 目 金 額
Ⅰ．増加原因の部
運用財産収入
基金利息収入
預託金運用収入
預託金繰入収入
増加原因の部合計

Ⅱ．減少原因の部
事 業 費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー
工学情報分担金
管 理 費
雑 費
減少原因の部合計

１０，７０７，０７９
７０７，０７９

１０，０００，０００
６，０００，０００
１６，７０７，０７９

１２，３９１，２４９
４，３４１，６２５
３，９７０，４３６
２，４７０，４０８
５０，０００

１，５５８，７８０
６９，０２６
６９，０２６

１２，４６０，２７５
当期正味財産増加額 ４，２４６，８０４
前期繰越正味財産額 １１５，８５１，４９９
期末正味財産合計額 １２０，０９８，３０３
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（評議員会・総会共通 第３号議案）

平成１９年度事業計画

社団法人東京電機大学校友会（以下「校友会」

という。）は，本年迎える学園創立１００周年の２年

後（平成２１年）に校友会創立１００周年を迎える。従

って，この平成１９年度を校友会創立１００周年記念

事業へのキックオフの年とすべく本事業計画を策

定する。そして，将来に向けて確固たる校友会を

構築するため，校友会員に対するサービスの向上

により通常会員の増強に努める。

学園の創立１００周年を迎える平成１９年度は，大

学の命運を賭けた全学的改編が本格的に始動する

節目の年であり，１００年の歴史と伝統を礎に輝ける

未来を創造し，更なる飛躍を目指した新たな１００

年の布石とすべき年となる。

とりわけ平成１９年度は，校友会は学園創立１００

周年記念事業が盛大に挙行できるよう積極的な協

力を行う。

１．校友会員に対するサービスの充実

これまでの各種サービスを見直し，会員にとっ

て更なる魅力あるサービスが展開できるよう鋭意

検討し実現を目指す。

なお，校友会員に対するサービスの基礎となる

通常会員の増強について，会員拡張に努めるとと

もに財政の健全化を図る。

（１）生涯使用できる転送メールアドレス提供の

検討

学園の学生・生徒は入学時に学園からメールア

ドレスを付与されている。しかしながら，このア

ドレスは卒業と同時に消滅してしまう。そこで，

校友会主導で生涯使用できる転送専用メールアド

レスの提供を計画する。転送用メールアドレスは

各校入学時に付与する。これにより，卒業生にお

いては同窓との連絡が取り易くなり（途絶えにく

くなり），校友会においては，いつでも卒業生本

人にアクセスすることが可能となる大きなメリッ

トが生まれる。

なお，この事業を校友会１００周年記念事業と位

置づけることにしたい。

（２）転職希望者への情報提供サイトの検討

一般社会では，企業への就職後３年以内での転

職希望者が３割近くに達するといわれている。本

学園の卒業生でも例外ではなく，転職希望者が発

生しているのは容易に推測できる。これら第二新

卒者といわれる卒業生への転職対応窓口として，

学生支援センター（キャリア支援・就職担当）と

協議のうえ校友会のホームページ上に転職情報提

供サイトを立ち上げるよう計画する。これは，転

職希望者（卒業生）への支援はもとより，例えば

「本学の卒業生をぜひ求人したい」という企業支

援の側面も併せ持った仕組みである。

なお，この事業を校友会１００周年記念事業と位

置づけることにしたい。

また，２月に開催された就職セミナー（大学同窓

会主催）への参加企業（約２５０社）に対して，転

職についての情報提供に関するアンケートを実施

していることを付記する。

（３）会員への斡旋事業

①学園図書館の利用斡旋

②学術図書雑誌の購入斡旋

資 産 の 部
科 目 金 額

Ⅰ 運用財産
１．流動資産
�現金預金
２．その他の固定資産
�奨学金貸付 ５２名
�準会員事業基金

１５，４３２，５４１
１５，４３２，５４１
１０４，６６５，７６２
２０，０５７，０４６
８４，６０８，７１６

資 産 合 計 １２０，０９８，３０３

（単位：円）

負 債 の 部
科 目 金 額

正 味 財 産 １２０，０９８，３０３
負 債 合 計 １２０，０９８，３０３

（第２号議案関連）

準会員事業基金財産目録
（平成１９年３月３１日現在）
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③法律，特許相談の斡旋

④校友会協定施設の利用斡旋および補助

学園所有の厚生施設は残念ながら全て閉鎖とな

った。今後は，９箇所の協定施設を積極的に広報す

るとともに，会員が利用したくなるような会員向

けの施設利用補助金額を設定できるよう検討し，

会員への特典の充実を図りたい。

⑤校友会員限定の特別割引物品の斡旋

（４）ホームページからの加入促進

インターネットが職場ならびに一般家庭に普及

して久しい。日々の情報をインターネットから得

ている卒業生が多数いることは枚挙にいとまがな

い。また，オンラインショッピングにクレジット

カード決済，コンビニ決済を利用するのが一般的

になりつつある。

そこで，会費切れの卒業生が校友会のホーム

ページにアクセスし校友会に加入する意思を持っ

たとき，即時，カード決済，コンビニ決済で加入

できるようにホームページの機能充実を図る。

なお，後述の終身会員制への移行と相反する事

業ではあるが，現時点では，時間的観点から加入

促進策が優先すると判断する。

（５）校友会への加入案内の追加送付

例年，６月に翌年度会費切れとなる会員に対して

継続加入の案内を送付している。また，工学情報・

冬号を会員でない住所判明者（約５０，０００人）に送付

し，加入案内をしている。新たに，昨年１２月には特

定卒業年度の会費切れの卒業生（約２０，０００人）を対

象に加入案内を追加して送付した。その結果，約

１，０００人（会費約４，０００千円）の加入者を得ることが

できダイレクトメールが効を奏した。今年も引き

続き加入案内を追加送付して会員獲得に努める。

２．校友会活動の活性化

校友会員向けの活動として以下の事業を行う。

（１）支部活動の活性化

平成１９年３月の岩手県支部の設立をもって，東

京都を除く全国の地方および県に支部が設置でき

た。これは，県支部，地方支部の活発な活動が校

友会の活性化に繋がるという考えのもと，ここ数

年にわたって支部の設立を展開してきた成果である。

今後とも，事務経費，総会雑費等，支部への援

助を継続して実施する。

なお，住所判明者が３，０００人を超える支部に対

して，当該支部の活動状況を勘案して事務経費を

増額したい。

（２）同窓会活動への支援

大学同窓会，中学・高等学校同窓会，電機学校

同窓会の活動に対し，例年同様に，支援ならびに

協力をする。

（３）職域電機会の活性化と新規設立の誘導

職域電機会への積極的な活動を支援するととも

に県支部との緊密な連携を保持し，会員相互の親

睦を深めるとともに職域電機会への支援体制につ

いて検討する。

校友会には６４団体の職域電機会が組織され，主

に同一企業内の OBで構成された職域電機会はそ

の内の３５団体である。これを積極的に拡張するよ

う努めたい。２月に開催された就職セミナー（大

学同窓会主催）への参加企業は約２５０社あり，こ

れらの企業を対象に職域電機会設立に関するアン

ケートをお願いした。今後，積極的に設立の要請

をお願いし，既存の職域電機会の拡張に結び付け

たい。そのため，些少ではあるが事務経費的補助

について検討する。

（４）留学生 OBとの連携

昨年度に引き続き，本学園の留学生で日本に居

住している卒業生と校友会準会員である在学中の

留学生との交流会を，学生支援センター（学生厚

生担当）の協力のもと開催する。これを通じて，

留学生の校友会に対する理解を深めると同時に，

海外支部の拠点作りの準備を行い，学園への帰属

意識の高揚を図る。

（５）校友会システムのマイナーチェンジ

校友会の情報管理システムは平成１２年度に導入

（購入）してからリプレースを行っておらず，現

在では，基本ソフトのメンテナンスが取れない状

況にある。そこで，システムのマイナーチェンジ

に伴う開発および機器の導入（リース）を行いた

い。なお，平成１９年度は学園の教学システムリプ

レースの年であり，校友会システムの開発も併せ

て行われることを希望するが，校友会が単独で開

発せざるを得ない場合を想定し８ヶ月分を積算し

事業を行う。

なお，校友会システムに構築する卒業生の各種

情報は校友会の基本的財産であり，学園にとって
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も貴重な財産といえる。

（６）校友会組織の基盤に関する検討

昨年度新たに設置した組織管理委員会におい

て，会員拡張策を含め校友会組織の基盤に関する

事項について鋭意検討を進めている。確固たる校

友会組織を構築するために平成１９年度も引き続き

検討を重ねていく。

検討事項は次のとおりである。

①通常会員会費収入の現状分析と増加策

②地方支部の現状分析と支部再整備

③終身会員制への移行

３．準会員への支援

校友会では，例年，準会員である学園の学生・

生徒に対して数多くの支援を行っており，今後も

その体制は継続していく所存である。

平成１９年度は，準会員への新規事業として，現

在または近い将来メディアに出られる可能性のあ

るイベントを重点的に支援し，創作意欲の醸成・

活動の活性化ならびに，ひいては学生募集に繋が

ることを期待する。

準会員への支援事業は次のとおりである。

①クラブ活動補助

②全学行事補助

③卒業式・入学式記念品補助

④卒論発表会・就職セミナー等支援

⑤準会員向け工学情報（KJ）発行

⑥東京電機大学校友会・新電気奨学金貸付

４．公益法人としての活動

本校友会は，学園の発展に協力すると同時に，

会員相互の親睦と研修を図る一方で，社団法人と

して教育，学術，文化の発展に寄与することを目

的とする公益法人である。

ついては，社会全般に対する公益事業を積極的

に実施するため，以下の事業を実施する。

①公開講演会の主催，共催，後援（地方会場での

開催を含む）

②見学会の主催，共催，後援

③学園主催の公開講座（ME講座，マセマティカ

講座，ロボット製作講座等）の協賛

④大学院博士・修士論文発表会協賛

⑤その他事業への支援

５．校友会創立１００周年記念事業

校友会は，明治４２年の発足以来，平成２１年に創

立１００周年を迎える。その記念事業として以下の

事業を推進する。

（１）校友会創立１００周年記念事業・行事（年史，

祝賀会，式典等）の計画・立案と推進

（２）昨年度に引き続き，記念事業に備えて準備

金の積立

（３）生涯使用できる転送メールアドレス提供の

検討

（４）転職希望者への情報提供サイトの検討

６．学園創立１００周年記念事業への協力

学園は，明治４０年９月に電機学校として設立さ

れ，平成１９年９月１１日に創立１００周年を迎えること

になる。従来も校友会から学園の周年記念事業へ

は寄付協力援助を実施しており，今回も学園創立

１００周年にあたって下記の事業を行うとともに，卒

業生に課せられた寄付金の目標達成に協力する。

（１）学園創立１００周年記念事業にあたり校友会よ

り寄付を行う。

（２）学園創立１００周年記念事業に対し，創立１００

周年に相応しい事業が実施できるよう卒業

生向けの募金活動を校友会総会，支部総会，

全国支部長会や職域電機会会長会等を通じ，

積極的に協力要請を行う。

（３）学園創立１００周年公開講演会（継続）への共催

昨年，学園主催による学園創立１００周年公開講

演会を全国６会場で開催し校友会はこれを共催し

た。引き続き平成１９年度は次の２会場での公開講

演会に協力する。

また，公開講演会の開催に合わせて校友会総会

および評議員会ならびに支部総会を開催するとと

もに，卒業生および準会員のご父母に対し学園創

立１００周年記念募金活動への協力を要請する。

〔学園創立１００周年公開講演会〕

東 京 平成１９年５月１９日（土）

神田キャンパス

大 阪 平成１９年６月１６日（土）

大阪ガーデンパレス

７．学園との連携強化

学園発展のために，学園の様々な活動に対して
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側面からバックアップする所存であるが，とりわ

け学生募集の支援に力を入れたい。

進学適齢人口の減少は急速に進行し，学園にお

いても学部・学科を再編成し教育研究の特色化，

個性化を図り，新しい時代の社会的要請に応えよ

うと努めている。

校友会としては，そのような現状を踏まえて，

学園との連携を図り，地方支部への広報活動を通

じ，推薦入試等で学生募集を支援する。

以 上

（評議員会・総会共通 第４号議案）

平成１９年度予算

平成１９年度収支予算書
（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

一 般 会 計

収 入 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．会費収入
通常会員会費収入
予納会員会費収入
２．運用財産収入
受取利息配当金収入
預託金運用収入

３．寄付金収入
広告寄付金収入
そ の 他 収 入
４．雑収入
見学・講演会収入
そ の 他 収 入

５．特定資産取崩収入
事業積立金特定資産取崩収入
学園１００周年積立金取崩収入

６．準会員会計繰入収入
準会員会計繰入収入

７２，０００，０００

１０，０００，０００
６２，０００，０００
１０，２００，０００

２００，０００
１０，０００，０００
４，１５０，０００

３，５００，０００
６５０，０００
５１０，０００

５００，０００
１０，０００

６，０００，０００

２，０００，０００
４，０００，０００
１１１，０００，０００

１１１，０００，０００

７４，１６０，０００

１２，０００，０００
６２，１６０，０００
１０，２００，０００

２００，０００
１０，０００，０００
２，６５０，０００

２，０００，０００
６５０，０００
５０５，０００

５００，０００
５，０００

３，０００，０００

３，０００，０００
０
０

０

△２，１６０，０００

△２，０００，０００
△１６０，０００

０

０
０

１，５００，０００

１，５００，０００
０

５，０００

０
５，０００

３，０００，０００

△１，０００，０００
４，０００，０００
１１１，０００，０００

１１１，０００，０００

当 期 収 入 合 計 ２０３，８６０，０００ ９０，５１５，０００１１３，３４５，０００

前期繰越収支差額 ３４，６２２，６４０ ３１，８１９，６７４ ２，８０２，９６６

収 入 合 計 ２３８，４８２，６４０１２２，３３４，６７４１１６，１４７，９６６

期首残高 増加 減少 期末残高

準会員会費学校預託金 ２３８，８０６，４００ ６３，０００，０００ １７８，６３８，０００ １２３，１６８，４００

正会員会費学校預託金 ４８８，３８０，６５６ ６１，６３８，０００ ６２，０００，０００ ４８８，０１８，６５６

学校預託金の内訳
（平成１９年３月末日参照）

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．事 業 費
会 報 発 行 費
名 簿 管 理 費
Web情報発信サービス
支 部 援 助 費
そ の 他 事 業 費
同 窓 会 援 助 費
２．管 理 費
給 料 手 当
委 託 費
慶 弔 費
旅 費 交 通 費
会 議 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
賃 借 料
消 耗 品 費
雑 費

３．特定資産繰入支出
事業積立特定資産繰入支出
通常会員会費特定資産繰入支出
校友会１００周年積立金繰入支出
学園１００周年積立金繰入支出
４．寄付金支出
学園創立１００周年寄付金支出
５．予 備 費

６７，１２０，０００

２６，９２０，０００
７，２５０，０００
２，３８０，０００
１６，０５０，０００
３，５００，０００
１１，０２０，０００
２５，２８０，０００

６，３００，０００
５，９００，０００
３００，０００
１５０，０００
４，４５０，０００
２，４００，０００
２００，０００
３，２８０，０００
１，７００，０００
６００，０００

２２，０００，０００

１５，０００，０００
５，０００，０００
２，０００，０００

０
１００，０００，０００

１００，０００，０００
２，０００，０００

６０，０１５，０００

２０，７２０，０００
７，１００，０００
１，２５５，０００
１４，８００，０００
３，６００，０００
１２，５４０，０００
２３，５００，０００

６，３００，０００
６，１００，０００
３００，０００
１５０，０００
４，８５０，０００
２，４００，０００
２００，０００
８５０，０００
１，７００，０００
６５０，０００

１８，０００，０００

１２，０００，０００
３，０００，０００
２，０００，０００
１，０００，０００

０

０
１，０００，０００

７，１０５，０００

６，２００，０００
１５０，０００
１，１２５，０００
１，２５０，０００
△１００，０００
△１，５２０，０００
１，７８０，０００

０
△２００，０００

０
０

△４００，０００
０
０

２，４３０，０００
０

△５０，０００
４，０００，０００

３，０００，０００
２，０００，０００

０
△１，０００，０００
１００，０００，０００

１００，０００，０００
１，０００，０００

当 期 支 出 合 計 ２１６，４００，０００１０２，５１５，０００１１３，８８５，０００

当 期 収 支 差 額 △１２，５４０，０００△１２，０００，０００ △５４０，０００

次期繰越収支差額 ２２，０８２，６４０ １９，８１９，６７４ ２，２６２，９６６

支 出 合 計 ２３８，４８２，６４０１２２，３３４，６７４１１６，１４７，９６６
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①同窓会
並びに電機会

②理事会 備考

推薦母体数 ９０件 １件

回
答
数

総 数 ４７件 ０件
理事１０名，
監事１名

候補者指名 ７件 ０件

理事会一任 ４１件 ……

（評議員会・総会共通 第５号議案）

平成１９・２０年度評議員選出の件

別添資料「平成１９・２０年度評議員候補者（案）」

参照。

（評議員会 第６号議案）

理事・監事の候補者推薦について

【定款第１３条第１項第一号理事】

１．候補者の推薦は，定款施行細則第３条の定め

るところにより以下のとおり

①同窓会並びに支部・電機会

②理事会

２．推薦状況

３．第６１８回定例理事会（４月２４日開催）決定事項

候補者が監事改選については定数どおり１名で

あるが，理事改選については定数を上回ったため

慎重審議の結果，評議員会には下記のとおり提案

することを決定した。

役職理事の推薦について

１．平成１９年４月２４日開催第６１８回定例理事会に

おいて推薦された理事

【定款第１３条第１項第二号理事】

石塚 正英（学生支援センター長）

（第４号議案関連）

評議員会における理事・監事の選出について

①候補者各位の心情を配慮し，氏名は公表せず

人数のみとする。

②理事・監事選考委員会を設置し，当委員会に

選考を委ね，その結果を評議員会に報告し承

認を得る。

③理事・監事選考委員会の構成は，次のとおり

とする。各校（大学・短大，中学・高等学校，

電機学校）卒業生より各々２名，並びに議長，

理事長，常務理事の合計９名とする。

④各校卒業者の選考委員は同窓会を通じて当日

までに選出を依頼し，評議員会において承認

を得る。

準会員事業基金収支予算書
（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

収 入 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．運用財産収入
基金利息収入
預託金運用収入

２．奨学金返済収入
３．預託金繰入収入
４．特定資産取崩収入
５．準会員預託金取崩収入

１０，５００，０００

５００，０００
１０，０００，０００
４，０００，０００

６，０００，０００

０

１１１，０００，０００

１０，５００，０００

５００，０００
１０，０００，０００
４，０００，０００

６，０００，０００

０

０

０

０
０
０

０

０

１１１，０００，０００

当 期 収 入 合 計 １３１，５００，０００ ２０，５００，０００１１１，０００，０００

前期繰越収支差額 １５，４３２，５４１ ８，２２４，７７２ ７，２０７，７６９

収 入 合 計 １４６，９３２，５４１ ２８，７２４，７７２１１８，２０７，７６９

（単位：円）

支 出 の 部
科 目 予 算 額 前年度予算額 差 異

１．事業費
クラブ活動補助費
全学行事補助費
卒入学記念品費
卒論発表会・就職セミナー等援助
工学情報分担金
イベント協賛援助費
２．管理費

雑 費
３．奨学金貸付支出
４．特定資産繰入支出
５．一般会計繰入支出
６．予備費

１５，５００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，５００，０００
３００，０００
２，０００，０００
２，０００，０００
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

０

１１１，０００，０００

１，４００，０００

１３，５００，０００

４，３５０，０００
４，３５０，０００
２，５００，０００
３００，０００
２，０００，０００

０
１００，０００

１００，０００
５，５００，０００

０

０

１，４００，０００

２，０００，０００

０
０
０
０
０

２，０００，０００
０

０
０

０

１１１，０００，０００

０

当 期 支 出 合 計 １３３，５００，０００ ２０，５００，０００１１３，０００，０００

当期繰越収支差額 △２，０００，０００ ０△２，０００，０００

次期繰越収支差額 １３，４３２，５４１ ８，２２４，７７２ ５，２０７，７６９

支 出 合 計 １４６，９３２，５４１ ２８，７２４，７７２１１８，２０７，７６９
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常務理事の推薦について

１．平成１９年４月２４日開催第６１８回定例理事会に

おいて推薦された理事

【定款第１３条第１項第三号理事】

高久 廣毅（現 常務理事）

会務報告（概要）

１．定例理事会

（議事録：「工学情報」に順次掲載済）

第６１０回・平成１８年４月１８日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１７年度決算の承認並びに監査報告に

ついて

議題３．平成１７年度事業報告の承認について

議題４．平成１８年度東京電機大学校友会事業委員

会報告について

議題５．校友会年間会議スケジュールについて

第６１１回・平成１８年５月９日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．第１１６回評議員会・第６１回総会について

議題３．平成１８年度理事・監事候補者の推薦及び

就任日について

議題４．名簿管理委員会の改編について

議題５．平成１８年度事業計画案実行担当について

議題６．鳥人間コンテスト出場に伴う補助要請に

ついて

議題７．情報環境学部の AO入試について

第６１２回・平成１８年７月１１日（火）

議題１．前々回議事録の承認

議題２．前回議事録の承認

議題３．全国支部長会について

議題４．創立１００周年記念募金について

第６１３回・平成１８年８月１日（火）

議題１．正・副理事長の選出について

議題２．委員会並びに業務分担について

第６１４回・平成１８年９月１９日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．参与会の開催について

議題３．評議員・理事・監事の選出スケジュール

について

議題４．全国支部長会の開催について

議題５．理事辞任の件について

第６１５回・平成１８年１０月２４日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．平成１８年度上半期収支状況並びに監査報

告

議題３．職域電機会の新規設立について

議題４．全国支部長会の対応について

議題５．参与会の対応について

議題６．年末役員懇談会の実施について

議題７．留学生交流会の開催について

議題８．職域電機会長会の実施について

第６１６回・平成１８年１２月５日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．学園卒業者評議員候補者の推薦について

報告３．年末役員懇談会の実施について

報告４．文部科学省実地検査報告について

報告５．留学生交流会の開催について

第６１７回・平成１９年２月２７日（火）

議題１．前回議事録の承認

議題２．中・高同窓会費の改定について

議題３．平成１９年度事業計画案について

議題４．平成１９年度予算案について

議題５．岩手県支部の新規設立について

議題６．東京電機大学校友会イベント協賛実施に

ついて

議題７．預託金管理委員会規程の一部改正につい

て

議題８．準会員事業費運用委員会規程一部改正に

ついて

議題９．平成１９年度校友会年間会議予定について

２．評議員会・総会

（議事録：「工学情報」に掲載済）

第１１６回 評議員会 平成１８年５月２０日（土）

第６１回 総 会 平成１８年５月２０日（土）

３．各委員会（省略）
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各校卒業者（住所判明者）並びに校友会員数
（平成１９年３月３１日現在）

電機学校 中学・高校 大学・短大 合計

住所判明者数 ５，３２７ １１，３５３ ６１，５１７ ７８，１９７

会 員 数 １，０２０ ２，３６０ ２６，４２３ ２９，８０３

（備考）会員数＝会員台帳による数。最終卒業をもって正会員登録。

地 方 別 内 訳

県 名 住所判明者数 会員数

北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県

４８９
１８６
２３８
４３９
２１５
２２３
５８６
２，５３６
１，４６４
１，４７７
１６，２６４
９，４３１
２３，５９９
９，９８７
９０６
６８９
２８８

１８７
８４
７９
１８４
７４
９３
２６０

１，０５３
６０８
６４４

６，７６３
３，８７５
８，７７１
３，２２０
３３０
２１６
９８

県 名 住所判明者数 会員数

福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
大 阪 府
兵 庫 県
奈 良 県
和歌山県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 県

１０５
７１０

１，４３８
２６３

２，０６３
８２０
２４２
８２
１２７
２７６
３２９
７１
６６
５１
５９
１５７
３６３

４６
３０１
４９５
８１
７２１
２７０
８０
２８
５８
１０３
１０５
２０
１７
２１
２２
４７
１４６

県 名 住所判明者数 会員数

山 口 県
徳 島 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県
宮 崎 県
鹿児島県
沖 縄 県
そ の 他

１５２
１２３
１５２
１３５
１１１
３３３
６７
１２６
１０８
１２８
１１９
１３５
１３７
１３２

５２
４２
５８
４８
４３
１２９
２０
４４
４４
６７
３９
４６
５０
２１

合 計 ７８，１９７ ２９，８０３

（平成１９年３月３１日現在）
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平成１８年度開催 総会・クラス会

開催日 名 称

１８．４．１
〃 ８
〃 １５
〃 〃
〃 ２１
〃 ２２
〃 〃
５．１３
〃 ２０
〃 〃
〃 ２１
〃 〃
〃 〃
〃 ２４
〃 ２７
〃 〃
〃 ３１
６．２
〃 ３
〃 〃
〃 ７
〃 ８
〃 ９
〃 １０
〃 〃
〃 １１
〃 １５
〃 １６
〃 １７
〃 〃
〃 １８
〃 ２４
７．１
〃 ６
〃 ８
〃 〃
〃 ２２

〃 ２９
８．５
〃 １０
〃 ２７
〃 〃
〃 ３０
９．７
〃 １６
〃 〃
〃 １９
〃 ２２
〃 ２３
〃 ２４
〃 ２７
〃 ３０

〃 〃

〃 〃
１０．６
〃 〃

高校 S２９ 定時制電気科電気機器課程卒クラス会
大学同窓会総会
大学 S３９ 工学部第一部電子工学科卒クラス会
電機学校同窓会総会
大学 S５０ 工学部第一部建築学科卒クラス会
富山県支部総会
商工懇話会総会
中学・高等学校同窓会総会
高校 S２６ 定時制電気科電力課程２組卒クラス会
校友会第１１６回評議員会・第６１回総会
電機学校 S１９ ６月昼間部電気科本科甲組・乙組卒合同クラス会
高校 S２７ 定時制電気科電気機器課程卒クラス会
高校H１８ 全日制普通科３組卒クラス会
大学 S３１ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
埼玉県支部総会
石川県支部総会
東管支部東京東電機会総会
大成建設電機会総会
神奈川県支部総会
短大卒業生の会（縦の会）総会
民間放送校友会総会
一工 S２３ 第１本科電気科卒クラス会
東管神奈川電機会総会
工学部建築学科縦の会（ABUの会）
千葉県支部総会
高校 S３６ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
東光電気工事電機会総会
東管支部総会
高校 S３６ 定時制電気科電気通信課程卒クラス会
大学 S４７ 工学部第一部電気工学科卒クラス会
岐阜県支部総会
教職校友会総会
教職校友会神奈川県支部総会
電機学校 S１５ 昼間部電気科本科甲組・乙組卒合同クラス会
大学 S４１ 工学部第二部電子工学科卒クラス会
茨城県支部総会
工専 S２５ 電気科・大学 S２７ 工学部第一部電気工学科卒合同クラ
ス会
高校H３ 全日制電子科１組卒クラス会
青森県支部総会
高校 S３４ 全日制電気科電力課程２組卒クラス会
中学H１５ 普通科 A組・B組・C組卒合同クラス会
福井県支部総会
東管支部東京南電機会総会
高校 S２６ 全日制電気科電力課程１組卒クラス会
高校 S２６ 全日制電気科電気通信課程卒クラス会
高校 S４３ 全日制普通科２組卒クラス会
東管支部東京北電機会総会
東管支部千葉電機会総会
北海道支部総会
高校 S４２ 全日制電気科１組卒クラス会
工専 S２２ 電気科卒クラス会
大学 S３５ 工学部第一部電気工学科・電気通信工学科卒合同クラス
会
高校 S４１ 定時制電気科電力課程１組・２組・定時制電気科電気通
信課程卒合同クラス会
高校 S３７ 定時制電気科電力課程卒クラス会
大学 S４２ 工学部第一部機械工学科卒クラス会
商工懇話会 秋季総会

開催日 名 称

１０．１１
〃 １９
〃 ２０
〃 ２１
〃 ２３
〃 ２４
〃 ２６
〃 〃
〃 ２７
〃 ２８
〃 〃
〃 〃
〃 ２９

〃 〃
１１．３
〃 ４
〃 〃
〃 ５
〃 １１
〃 １２
〃 〃
〃 １８
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 〃
〃 ２３
〃 ２５
〃 〃
〃 〃
〃 ２６
〃 〃
〃 ２７
〃 ２９
１２．２
〃 ３
〃 〃
〃 ９
〃 １６
〃 １９
〃 ２７

１９．１．１３
〃 １９
〃 〃
〃 ２７

〃 〃
２．３
〃 １０
〃 １３
〃 ２３
〃 ２４
３．１０
〃 〃
〃 １７
〃 １９
〃 ２４

高校 S３１ 全日制電気科電気計測課程卒クラス会
高校 S２６ 全日制電気科電気機器課程卒クラス会
二工 S２４ 第一本科電気科４組卒クラス会
宮城県支部総会
工専 S２４ 電気科卒クラス会
電機学校 S２２ ３月昼間部電気科本科卒クラス会
一工 S２０ 第二本科電気科卒クラス会
工専 S２６ 電気科卒クラス会
大学 S３６ 工学部第二部電気工学科卒クラス会
大学 S４２ 工学部第二部機械工学科卒クラス会
高校H２ 全日制電子機械科卒クラス会
新潟電機会総会
大学 S３０ 工学部第一部電気工学科・電気通信工学科卒合同クラス
会
群馬県支部総会
鹿児島県支部・宮崎県支部合同総会
大学 S４３ 工学部第一部応用理化学科卒クラス会
大学H１８ 理工学部電子情報工学科卒縦の会（APPLES）
二工 S２４ 第一本科電気科３組卒クラス会
大学 理工学部建設工学科・建設環境工学科卒縦の会（鳩萃会）
高校 S４８ 全日制普通科４組卒クラス会
長崎県支部総会
短大 S３３ 電気科第二部卒クラス会
高校 S４２ 全日制電気科３組卒クラス会
高校 S３９ 定時制電気科電気通信課程卒クラス会
山梨県支部・長野県支部合同総会
山陰支部総会
短大 S３４ 電気科第二部卒クラス会
大学 S３１ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
新潟県央電機会総会
高校 S３５ 全日制電気科電力課程２組卒クラス会
福岡県支部総会
熊本県支部総会
関電工電機会総会
一工 S１８ 第１本科電気科卒クラス会
高校 S４０ 全日制電気科電気通信課程２組卒クラス会
三重県支部総会
東海支部総会
香川県支部総会
大学 S４１ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
大学 S４０ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
中学H１２ A組・B組・C組卒合同クラス会
電磁電機会総会
高校 S２７ 全日制電気科電力課程３組卒クラス会
日本電波工業電機会総会
短大 S３５ 電気科第二部・大学 S３８ 工学部第二部電気工学科卒合
同クラス会
愛媛県支部総会
高校 S３４ 全日制電気科電力課程１組卒クラス会
大学 理工学部産業機械工学科・知能機械工学科卒縦の会（産機会）
高校 S３５ 全日制電気科電力課程１組卒クラス会
東京都電電機会総会
大学 S４２ 工学部第一部電気通信工学科卒クラス会
高校H４ 全日制普通科７組・８組卒合同クラス会
三菱電機会総会
山陽支部総会
高校H１８ 全日制普通科１組・２組・３組卒合同クラス会
岩手県支部設立総会
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